
１章 数列 解答 

１節 数列とその和 

 

A 問題 
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 初項を a，公差を d とすると 
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 (3)  

 

   よって，初めて負になるのは第 68 項目から。 

   負になる前の項までの和を求めればよいから 
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 (3) 初項が 10，公比が 21020   だから 
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   初項を a，公比を r とすると 
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 (4) 初項が 1，公比が －1 だから 
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 (1) 一般項は 13  n
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  〔Ⅰ〕，〔Ⅱ〕より，①はすべての自然数 n について成り立つ。 
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  〔Ⅰ〕，〔Ⅱ〕より，①はすべての自然数 n について成り立つ。 

   

1

111
2

1
212

2

2

1

1

2

1



 




nna

nnnnnkaa

n

n

n

k

n のときも成り立つ

のとき≧

   

12

112
12

122
121

2

1

1

1







 







n

n

n

k

n
n

k

n

a

na

n

のときも成り立つ

のとき≧

    。よって，①は成り立つ右辺，左辺

のとき

22

1



n

 
 

   

 
 

   

のときも成り立つ。よって，

②を用いて変形するとのとき，①の左辺を，

②

仮定するとのとき①が成り立つと

1

2

431

2

473
23

2

13

2313852

1

2

13
13852

2





















kn

kkkk
k

kk

kk

kn

kk
k

kn





    。よって，①は成り立つ右辺左辺

のとき

1
2

13
,13

1

0 




n

 

のときも成り立つ。よって，

②を用いて変形するとのとき，①の左辺を，

②

仮定するとのとき①が成り立つと

1

2

13

2

1321
3

2

13

33331

1

2

13
3331

1

12

12



























kn

kn

kn

kk
k

k

kk

k
k







15 

 (1) とする。① 2321 nn   
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  〔Ⅰ〕，〔Ⅱ〕より，①は 2≧n  の自然 n について成り立つ。 
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  3 数を daada  ,,  とおくと 

 (1)  (2)  
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 (1) 
 
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   

 

 (2) 
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 (3) 2 かつ 7 の倍数は 14 の倍数だから 
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 (4)       289339273525501472  よりの倍数の倍数の倍数  
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  初項 a，公比を r とすると           （別解） 
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 「n が自然数のとき， 121 43   nn  は 13 の倍数である。」…① とおく。 

 〔Ⅰ〕 1n  のとき 1343 12   で①は成り立つ。 

 〔Ⅱ〕 kn  のとき①が成り立つと仮定すると 

 

  

 

 

 

   となり，13 の倍数になるので①は成り立つ。 

   よって，〔Ⅰ〕，〔Ⅱ〕より，①はすべての自然数で成り立つ。 
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